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【公表番号】特表2009-513310(P2009-513310A)
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【年通号数】公開・登録公報2009-013
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【国際特許分類】
   Ａ６２Ｄ   1/08     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月2日(2009.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）式Ｅ－Ｒ1ＣＨ＝ＣＨＲ2またはＺ－Ｒ1ＣＨ＝ＣＨＲ2（式中、Ｒ1およびＲ2は独
立してＣ1～Ｃ6パーフルオロアルキル基である）を有するヒドロフルオロカーボン、およ
び
　（ｉｉ）ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＨＦ、ＣＦ3ＣＦ＝
ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＦ、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝
ＣＨＦ、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＨ3ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨ2ＦＣＨＣＦ2

、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＨＦ、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＨＦ、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ
＝ＣＦ2、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ

3ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＦ2＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣ
Ｆ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＨＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ

2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2ＣＦＣＨ
＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＦ3（ＣＦ2）3ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ
＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝Ｃ（ＣＦ3）2、（ＣＦ3）2ＣＦＣＦ＝ＣＨＣＦ3、Ｃ
Ｆ2＝ＣＦＣＦ2ＣＨ2Ｆ、ＣＦ2＝ＣＦＣＨＦＣＨＦ2、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＦ3）2、ＣＨ2ＣＦ2

ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＦＣＨＦ2、ＣＨ2ＦＣＦ2ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＦ2＝Ｃ（ＣＦ3

）（ＣＨ3）、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＨＦ2）（ＣＦ3）、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ2＝Ｃ（
ＣＨＦ2）（ＣＨ3）、ＣＨＦ＝Ｃ（ＣＦ3）（ＣＨ3）、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＨＦ2）2、ＣＦ3Ｃ
Ｆ＝ＣＦＣＨ3、ＣＨ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣ
Ｆ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2

ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、
ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ（ＣＦ3）2、ＣＦ2＝ＣＦＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＦ3ＣＨ＝Ｃ（ＣＦ3）2、
ＣＦ2＝ＣＨＣＦ（ＣＦ3）2、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2Ｃ
ＨＦ2、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＦ3）ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＨＦ＝ＣＨＣＦ
（ＣＦ3）2、ＣＦ2＝Ｃ（ＣＦ3）ＣＨ2ＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ2＝
ＣＨＣＦ2ＣＨ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝Ｃ（ＣＦ3）（ＣＨ3）、ＣＨ2＝ＣＦＣＨ（ＣＦ3）2

、ＣＨＦ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＨ2ＦＣＨ＝Ｃ（ＣＦ3）2、ＣＨ3ＣＦ＝Ｃ（ＣＦ3）2

、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ2ＣＨＦＣＦ3、ＣＨ2Ｃ（ＣＦ3）ＣＨ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣ2

Ｆ5、（ＣＦ3）2ＣＦＣＦ＝ＣＨＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＨＣ（ＣＦ3）3、（ＣＦ3）2Ｃ＝Ｃ（
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ＣＨ3）（ＣＦ3）、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＦ3ＣＦ＝Ｃ（ＣＨ3）ＣＦ2Ｃ
Ｆ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＨＦ2、（ＣＦ3）

2Ｃ＝ＣＨＣＦ2ＣＨ3、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＦ3）ＣＨ2Ｃ2Ｆ5、ＣＨ2＝ＣＨＣＨ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5

、ＣＨ2＝ＣＨＣＨ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣ2Ｈ5、ＣＨ2＝ＣＨＣＨ2ＣＦ
（ＣＦ3）2、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）（ＣＨ3）、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＦＣ2Ｈ5、シ
クロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ－、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ－、ＣＦ3ＣＦ2Ｃ
Ｆ2Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨＣＨ3、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ＝
ＣＦ－、シクロ－ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2－、シクロ－ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2Ｃ
Ｆ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ
＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣ2Ｆ5、ＣＦ3Ｃ
Ｆ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ2

ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ＝ＣＦＣＦ2Ｃ2Ｆ5、
ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨＣＦ2Ｃ2Ｆ5、Ｃ2Ｆ5ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨＣＨ3、Ｃ2Ｆ5ＣＦ＝ＣＨＣ
Ｈ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣＨ3、ＣＦ3Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣ2Ｆ5、
ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＦ、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨＦ＝Ｃ
ＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣ
ＨＦ2、ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ3

、ＣＨ2ＦＣＨ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3

ＣＨ＝ＣＦＣＨ2Ｆ、ＣＨＦ＝ＣＦＣＨ2ＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＨＣＨＦＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＨ
ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＨＣＨＦ2、ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＦ＝Ｃ
ＨＣＨ3、ＣＦ2＝ＣＨＣＦ2Ｂｒ、ＣＨＦ＝ＣＢｒＣＨＦ2、ＣＨＢｒ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3

ＣＢｒ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＢｒＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＢｒ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＨ2＝Ｃ
ＨＣＦ2ＣＦ2Ｂｒ、ＣＨ2＝ＣＨＣＢｒＦＣＦ3、ＣＨ3ＣＢｒ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＢｒ
＝ＣＨＣＨ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＢｒ、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＢｒＣＦ2ＣＦ3、Ｅ－ＣＨＦ2Ｃ
Ｂｒ＝ＣＦＣ2Ｆ5、Ｚ－ＣＨＦ2ＣＢｒ＝ＣＦＣ2Ｆ5、ＣＦ2＝ＣＢｒＣＨＦＣ2Ｆ5、（Ｃ
Ｆ3）2ＣＦＣＢｒ＝ＣＨ2、ＣＨＢｒ＝ＣＦ（ＣＦ2）2ＣＨＦ2、ＣＨ2＝ＣＢｒＣＦ2Ｃ2

Ｆ5、ＣＦ2＝Ｃ（ＣＨ2Ｂｒ）ＣＦ3、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＢｒＦ2）ＣＦ3、（ＣＦ3）2ＣＨＣ
Ｈ＝ＣＨＢｒ、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣＨ2Ｂｒ、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ（ＣＦ3）ＣＢｒＦ2、Ｃ
Ｆ2＝ＣＨＣＦ2ＣＨ2ＣＢｒＦ2、ＣＦＢｒ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦＢｒ＝ＣＦＣＦ3、ＣＦ3Ｃ
Ｆ2ＣＦ2ＣＢｒ＝ＣＨ2およびＣＦ3（ＣＦ2）3ＣＢｒ＝ＣＨ2からなる群から選択された
フルオロカーボンまたはヒドロフルオロカーボン
からなる群から選択された少なくとも１種のフルオロカーボンまたはヒドロフルオロカー
ボンを含む火炎抑制組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の火炎抑制組成物を流体に添加することを含むことを特徴とする流体の
燃焼性を低減させる方法。
【請求項３】
　火炎を、請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む流体と接触させることを含むことを特
徴とする火炎を抑制する方法。
【請求項４】
　全面的充満用途において火災を消火するか、または抑制する方法であって、
（ａ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）エリアに前記薬剤を吐出して前記エリア内で火災を消火するか、または抑制する工
程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　流動用途において火災を消火するか、または抑制する方法であって、
（ａ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
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（ｃ）火災の位置に向けて前記薬剤を吐出して火災を消火するか、または抑制する工程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　火災または爆発を防ぐためにエリアを不活性化する方法であって、
（ａ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）前記薬剤を前記エリアに吐出して火災または爆発の発生を防ぐ工程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　密閉エリア内で火災を防ぐ方法であって、
（ａ）潜在的な火災源または着火源を検出する工程と、
（ｂ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を前記密閉エリアに吐出し、それによ
り火災を防ぐ工程とを含み、前記密閉エリア内で結果として生じた雰囲気が、燃焼を持続
も開始もさせずに居住に適したまままであることを特徴とする方法。
【請求項８】
　高ＧＷＰ火災抑制剤を用いる火災を防ぐか、消火するか、または火災を抑制するために
用いられる火災防御システムにおいてＧＷＰを低下させる方法であって、
（ａ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）前記高ＧＷＰ薬剤の代わりに請求項１に記載の火炎抑制組成物を用いる工程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　火災または爆発を防ぐためにエリアを不活性化する低ＧＷＰ方法であって、
（ａ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）前記薬剤を前記エリアに吐出して火災または爆発の発生を防ぐ工程と
を含み、前記薬剤が２５未満のＧＷＰを有することを特徴とする方法。
【請求項１０】
　密閉エリア内で火災を防ぐ方法であって、
（ａ）潜在的な火災源または着火源を検出する工程と、
（ｂ）請求項１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を前記密閉エリアに吐出し、それによ
り火災を防ぐ工程とを含み、前記密閉エリア内で結果として生じた雰囲気が、燃焼を持続
も開始もさせずに居住に適したまままであり、前記薬剤が２５未満のＧＷＰを有すること
を特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　前述した説明は本発明の例示のみである。本発明の限界は以下の請求の範囲においての
み見出されるべきである。
本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．（ｉ）式Ｅ－Ｒ1ＣＨ＝ＣＨＲ2またはＺ－Ｒ1ＣＨ＝ＣＨＲ2（式中、Ｒ1およびＲ2は
独立してＣ1～Ｃ6パーフルオロアルキル基である）を有するヒドロフルオロカーボン、お
よび
　（ｉｉ）ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＨＦ、ＣＦ3ＣＦ＝
ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＦ、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝
ＣＨＦ、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＨ3ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨ2ＦＣＨＣＦ2

、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＨＦ、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＨＦ、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ
＝ＣＦ2、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ
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3ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＦ2＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣ
Ｆ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＨＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ

2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2ＣＦＣＨ
＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＦ3（ＣＦ2）3ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ
＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝Ｃ（ＣＦ3）2、（ＣＦ3）2ＣＦＣＦ＝ＣＨＣＦ3、Ｃ
Ｆ2＝ＣＦＣＦ2ＣＨ2Ｆ、ＣＦ2＝ＣＦＣＨＦＣＨＦ2、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＦ3）2、ＣＨ2ＣＦ2

ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＦＣＨＦ2、ＣＨ2ＦＣＦ2ＣＦ＝ＣＦ2、ＣＦ2＝Ｃ（ＣＦ3

）（ＣＨ3）、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＨＦ2）（ＣＦ3）、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ2＝Ｃ（
ＣＨＦ2）（ＣＨ3）、ＣＨＦ＝Ｃ（ＣＦ3）（ＣＨ3）、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＨＦ2）2、ＣＦ3Ｃ
Ｆ＝ＣＦＣＨ3、ＣＨ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣ
Ｆ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2

ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、
ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ（ＣＦ3）2、ＣＦ2＝ＣＦＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＦ3ＣＨ＝Ｃ（ＣＦ3）2、
ＣＦ2＝ＣＨＣＦ（ＣＦ3）2、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2Ｃ
ＨＦ2、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＦ3）ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＨＦ＝ＣＨＣＦ
（ＣＦ3）2、ＣＦ2＝Ｃ（ＣＦ3）ＣＨ2ＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ2＝
ＣＨＣＦ2ＣＨ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝Ｃ（ＣＦ3）（ＣＨ3）、ＣＨ2＝ＣＦＣＨ（ＣＦ3）2

、ＣＨＦ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＨ2ＦＣＨ＝Ｃ（ＣＦ3）2、ＣＨ3ＣＦ＝Ｃ（ＣＦ3）2

、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ2ＣＨＦＣＦ3、ＣＨ2Ｃ（ＣＦ3）ＣＨ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣ2

Ｆ5、（ＣＦ3）2ＣＦＣＦ＝ＣＨＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＨＣ（ＣＦ3）3、（ＣＦ3）2Ｃ＝Ｃ（
ＣＨ3）（ＣＦ3）、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＦ3ＣＦ＝Ｃ（ＣＨ3）ＣＦ2Ｃ
Ｆ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）2、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＨＦ2、（ＣＦ3）

2Ｃ＝ＣＨＣＦ2ＣＨ3、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＦ3）ＣＨ2Ｃ2Ｆ5、ＣＨ2＝ＣＨＣＨ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5

、ＣＨ2＝ＣＨＣＨ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣ2Ｈ5、ＣＨ2＝ＣＨＣＨ2ＣＦ
（ＣＦ3）2、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ3）（ＣＨ3）、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＦＣ2Ｈ5、シ
クロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ－、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ－、ＣＦ3ＣＦ2Ｃ
Ｆ2Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨＣＨ3、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ＝
ＣＦ－、シクロ－ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2－、シクロ－ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2Ｃ
Ｆ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＨ＝ＣＨ2、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ
＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣ2Ｆ5、ＣＦ3Ｃ
Ｆ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ2

ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ＝ＣＦＣＦ2Ｃ2Ｆ5、
ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨＣＦ2Ｃ2Ｆ5、Ｃ2Ｆ5ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨＣＨ3、Ｃ2Ｆ5ＣＦ＝ＣＨＣ
Ｈ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣＨ3、ＣＦ3Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣ2Ｆ5、
ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＦ、ＣＨ2ＦＣＦ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨＦ＝Ｃ
ＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ2ＣＨ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣ
ＨＦ2、ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＦＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＦ＝ＣＦＣＦ3

、ＣＨ2ＦＣＨ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＦＣＨＦＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＦＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3

ＣＨ＝ＣＦＣＨ2Ｆ、ＣＨＦ＝ＣＦＣＨ2ＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＨＣＨＦＣＦ3、ＣＨＦ＝ＣＨ
ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ＝ＣＨＣＨＦ2、ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＦ＝Ｃ
ＨＣＨ3、ＣＦ2＝ＣＨＣＦ2Ｂｒ、ＣＨＦ＝ＣＢｒＣＨＦ2、ＣＨＢｒ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3

ＣＢｒ＝ＣＦＣＦ3、ＣＨ2＝ＣＢｒＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＢｒ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、ＣＨ2＝Ｃ
ＨＣＦ2ＣＦ2Ｂｒ、ＣＨ2＝ＣＨＣＢｒＦＣＦ3、ＣＨ3ＣＢｒ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＢｒ
＝ＣＨＣＨ3、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＢｒ、ＣＦ3ＣＦ＝ＣＢｒＣＦ2ＣＦ3、Ｅ－ＣＨＦ2Ｃ
Ｂｒ＝ＣＦＣ2Ｆ5、Ｚ－ＣＨＦ2ＣＢｒ＝ＣＦＣ2Ｆ5、ＣＦ2＝ＣＢｒＣＨＦＣ2Ｆ5、（Ｃ
Ｆ3）2ＣＦＣＢｒ＝ＣＨ2、ＣＨＢｒ＝ＣＦ（ＣＦ2）2ＣＨＦ2、ＣＨ2＝ＣＢｒＣＦ2Ｃ2

Ｆ5、ＣＦ2＝Ｃ（ＣＨ2Ｂｒ）ＣＦ3、ＣＨ2＝Ｃ（ＣＢｒＦ2）ＣＦ3、（ＣＦ3）2ＣＨＣ
Ｈ＝ＣＨＢｒ、（ＣＦ3）2Ｃ＝ＣＨＣＨ2Ｂｒ、ＣＨ2＝ＣＨＣＦ（ＣＦ3）ＣＢｒＦ2、Ｃ
Ｆ2＝ＣＨＣＦ2ＣＨ2ＣＢｒＦ2、ＣＦＢｒ＝ＣＨＣＦ3、ＣＦＢｒ＝ＣＦＣＦ3、ＣＦ3Ｃ
Ｆ2ＣＦ2ＣＢｒ＝ＣＨ2およびＣＦ3（ＣＦ2）3ＣＢｒ＝ＣＨ2からなる群から選択された
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フルオロカーボンまたはヒドロフルオロカーボン
からなる群から選択された少なくとも１種のフルオロカーボンまたはヒドロフルオロカー
ボンを含む火炎抑制組成物。
２．Ｒ1およびＲ2が、独立して、ＣＦ3、Ｃ2Ｆ5、ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ（ＣＦ3）2、Ｃ
Ｆ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）2、Ｃ（ＣＦ3）3、
ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）2、Ｃ（ＣＦ3）2Ｃ2Ｆ5、ＣＦ2Ｃ
Ｆ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2ＣＦ2Ｃ2Ｆ5またはＣ（ＣＦ3）2ＣＦ2Ｃ2

Ｆ5であることを特徴とする前記１に記載の火炎抑制組成物。
３．前記フルオロカーボンまたはヒドロフルオロカーボンが、Ｅ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ3

、Ｚ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ3、Ｅ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ3、Ｚ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ3、
Ｅ－ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ3、Ｚ－ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ3、Ｅ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ

3、Ｚ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、Ｅ－ＣＦ3ＣＦ＝ＣＨＣＦ2ＣＦ3、Ｚ－ＣＦ3ＣＦ＝
ＣＨＣＦ2ＣＦ3、Ｅ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、Ｚ－ＣＦ3ＣＨ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、Ｅ
－ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ＝ＣＨ2またはＺ－ＣＦ3ＣＦ＝ＣＦＣＦ2

ＣＦ3からなる群から選択されることを特徴とする前記１に記載の火炎抑制組成物。
４．噴射剤を更に含むことを特徴とする前記１に記載の火炎抑制組成物。
５．前記１に記載の火炎抑制組成物を流体に添加することを含むことを特徴とする流体の
燃焼性を低減させる方法。
６．火炎を、前記１に記載の火炎抑制組成物を含む流体と接触させることを含むことを特
徴とする火炎を抑制する方法。
７．全面的充満用途において火災を消火するか、または抑制する方法であって、
（ａ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）エリアに前記薬剤を吐出して前記エリア内で火災を消火するか、または抑制する工
程と
を含むことを特徴とする方法。
８．流動用途において火災を消火するか、または抑制する方法であって、
（ａ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）火災の位置に向けて前記薬剤を吐出して火災を消火するか、または抑制する工程と
を含むことを特徴とする方法。
９．火災または爆発を防ぐためにエリアを不活性化する方法であって、
（ａ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）前記薬剤を前記エリアに吐出して火災または爆発の発生を防ぐ工程と
を含むことを特徴とする方法。
１０．密閉エリア内で火災を防ぐ方法であって、
（ａ）潜在的な火災源または着火源を検出する工程と、
（ｂ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を前記密閉エリアに吐出し、それにより
火災を防ぐ工程とを含み、前記密閉エリア内で結果として生じた雰囲気が、燃焼を持続も
開始もさせずに居住に適したまままであることを特徴とする方法。
１１．高ＧＷＰ火災抑制剤を用いる火災を防ぐか、消火するか、または火災を抑制するた
めに用いられる火災防御システムにおいてＧＷＰを低下させる方法であって、
（ａ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）前記高ＧＷＰ薬剤の代わりに前記１に記載の火炎抑制組成物を用いる工程と
を含むことを特徴とする方法。
１２．火災または爆発を防ぐためにエリアを不活性化する低ＧＷＰ方法であって、
（ａ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を提供する工程と、
（ｂ）加圧吐出システム内に前記薬剤を配置する工程と、
（ｃ）前記薬剤を前記エリアに吐出して火災または爆発の発生を防ぐ工程と
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を含み、前記薬剤が２５未満のＧＷＰを有することを特徴とする方法。
１３．密閉エリア内で火災を防ぐ方法であって、
（ａ）潜在的な火災源または着火源を検出する工程と、
（ｂ）前記１に記載の火炎抑制組成物を含む薬剤を前記密閉エリアに吐出し、それにより
火災を防ぐ工程とを含み、前記密閉エリア内で結果として生じた雰囲気が、燃焼を持続も
開始もさせずに居住に適したまままであり、前記薬剤が２５未満のＧＷＰを有することを
特徴とする方法。
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